
 

 

 

 

 
 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<水泳
すいえい

発表会
はっぴょうかい

>～去年
きょねん

より泳
およ

げるようになりました～ 
８日（土）毎年

まいとし

恒例
こうれい

の水泳発表会が行われました。

各自
か く じ

が自分の課題
か だ い

を把握
は あ く

して、目標
もくひょう

を設定
せってい

しまし

た。去年よりも少
すこ

しでも泳げるように、水泳の授業に

一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

取
と

り組
く

み、泳ぐ姿
すがた

を発表することができ

ました。 

飛
と

び入
い

り参
さん

加
か

で 競
きょう

争
そう

してくださった皆
みな

さ

ん、応援
おうえん

のために来
き

てくださった皆さん、本当
ほんとう

にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

<生活
せいかつ

指導
し ど う

連絡協
れんらくきょう

議会
ぎ か い

・家庭
か て い

教育
きょういく

学級
がっきゅう

> 

19日に生活指導連絡協議会を開催
かいさい

しました。

駐在所
ちゅうざいしょ

の小湊
こみなと

さんから夏休
なつやす

みに気
き

を付
つ

けるべ

きことを話
はな

してもらいました。子供たちが安全
あんぜん

に過
す

ごせる夏休みになるよう地域
ち い き

の方も見守
み ま も

りもお願いします。その後
ご

、家庭教育学級とし

て県
けん

教 育 庁
きょういくちょう

人権
じんけん

同和
ど う わ

教育課
きょういくか

の村田
む ら た

先生
せんせい

に来

ていただき、子供の人権について考えるべきこ

とを講話
こ う わ

していただきました。子ども家庭庁
かていちょう

が

できた本年度、子供の人権について考えを深め

ていかなければと考えさせられました。 

 

 

 

 

 

<炬
きょ

火
か

リレー>～全員
ぜんいん

で参加
さ ん か

～ 
  

 

 

 

<1学期終 業 式
しゅうぎょうしき

>  

～たくさんの思い出～ 
 20日、1学期終業式が行われまし

た。前期課程・ガイトン櫻
さくら

さん、後

期課程・三石
みついし

梨
り

愛
あ

さんが 1学期の反
はん

省
せい

と夏休み・2学期に向
む

けた抱負
ほ う ふ

を

発表してくれました。 

 みんなの顔
かお

がキラキラ輝
かがや

いてい

て、素晴
す ば

らしい夏休みを過
す

ごしてほ

しいと心から願
ねが

うひとときでした。 

 

 

令和５年７月号 

「授業
じゅぎょう

改革
かいかく

」について ～１学期
が っ き

を終
お

えて～  

               校長
こうちょう

 石岡
いしおか

秀
ひで

久
ひさ

 

本年度
ほんねんど

、三島硫黄島学園は「令和
れ い わ

５年度を初年度
しょねんど

とする県
けん

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

指
し

定
てい

協
きょう

力
りょく

校
こう

」及
およ

び「令和５年度子
こ

どもの人権
じんけん

プロジェクト

推進校
すいしんこう

」として研修
けんしゅう

を推進
すいしん

しているところです。 

「授業改革」というタイトルを考
かんが

えると「難
むずか

しい」感
かん

じが否
いな

め

ませんが、今後
こ ん ご

の学校
がっこう

での教育
きょういく

活動
かつどう

を考えたときに重要
じゅうよう

なポイン

トになると考えています。分
わ

かりやすく説明
せつめい

しますと「子供が自
じ

主
しゅ

的
てき

に学習
がくしゅう

を進
すす

められる力
ちから

をつける授業」を目指
め ざ

して、先生方
せんせいがた

は授

業を実施
じ っ し

してください。ということになるのでしょうか。一
いっ

斉
せい

授
じゅ

業
ぎょう

・画一的
かくいつてき

な進展
しんてん

・知識
ち し き

を重視
じゅうし

した内容
ないよう

だった授業を変革
へんかく

する必
ひつ

要
よう

があるからです。経済
けいざい

右肩
みぎかた

上
あ

がりで、単純
たんじゅん

労働
ろうどう

等
とう

に就
つ

く社会人
しゃかいじん

が多
おお

い時
じ

代
だい

は一定
いってい

の教育
きょういく

効果
こ う か

が得
え

られたと考えますが、現在
げんざい

の子
こ

供
ども

たちが社会
しゃかい

に出
で

ていく頃
ころ

のことを考えると「自主的な学
まな

び」が必

要になります。私
わたし

たち、教師
きょうし

は「子供の視点
し て ん

」に立
た

って「個
こ

別
べつ

最
さい

適
てき

な学習」と「協働的
きょうどうてき

な学び」を実践
じっせん

させていく必要がありま

す。「夏休
なつやす

みの宿題
しゅくだい

」も昨年度
さくねんど

とは、大幅
おおはば

に異
こと

なっているのもその

ためです。「与
あた

えられた宿題」から「自分
じ ぶ ん

で取
と

り組
く

む課題
か だ い

」へ移行
い こ う

しています。 

子供の自主性を育成
いくせい

することは、「授業の改革」だけでは成
な

り立
た

ちません。「人権
じんけん

教育
きょういく

」や「校則
こうそく

等
とう

の見直
み な お

し」全
すべ

てを含
ふく

めた教育活
かつ

動
どう

で実践して参
まい

ります。時間
じ か ん

がかかることとは思
おも

いますが、どうぞ

御理解
ご り か い

のほどよろしくお願
ねが

いいたします。 

みしまっこ

日記も

よろしく

<夏
なつ

の祭典
さいてん

>  

～笑顔
え が お

あふれる演奏
えんそう

で～ 
 25日、後期課程 15名は夏の祭典

に出 場
しゅつじょう

しました。みんなが笑顔で

楽
たの

しく演奏した結果
け っ か

、見事
み ご と

金賞
きんしょう

に輝

きました。 


